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1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 1,533 31.9 97 ― 109 1,225.7 60 1,070.2

2021年3月期第1四半期 1,162 △12.6 △3 ― 8 △65.7 5 △37.7

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期　　58百万円 （99.2％） 2021年3月期第1四半期　　29百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 65.16 ―

2021年3月期第1四半期 5.57 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）等を当第 １四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第１四半

期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 8,233 4,311 49.9

2021年3月期 8,336 4,313 49.3

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 4,105百万円 2021年3月期 4,106百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 0.00 ― 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,480 3.3 260 △1.4 220 △26.8 130 △30.1 139.20

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 1,000,000 株 2021年3月期 1,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 66,107 株 2021年3月期 66,107 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 933,893 株 2021年3月期1Q 933,893 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料の３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は回復の動きがみられるものの、新型コロナウイルス感染影響は継続し

ており、緊急事態宣言の再発令やまん延防止等重点措置の適用などもあり、感染の収束時期が見込めず、依然とし

て景気の先行きは不透明な状況となっています。

このような状況の下、当社グループでは経営ビジョン「モノづくりのプロに応え、モノづくりの愉しさを育む」、

経営スローガン「私たちは工具を通じ、あらゆるモノづくりの要求に応えるとともに、つくる愉しさを伝え広げる

事で社会に貢献します」の浸透と発信を更に進め、経営課題である「業務の整流化を徹底し、利益体質の強化を図

る」を追求し、経営目標達成に向け努力してまいりました。この経営ビジョンを推し進めるにあたり、経営課題の

解決に向けた機能的な組織への変更を２０２１年５月に実施しました。従来の社長室を「経営統括室」と改称し、

経営ビジョンの明確化・浸透、企業の風土改革とコーポレートカルチャーの醸成、ブランディング戦略の実践機能

に加え、経営企画と統括機能を持たせ、経営課題の明確化と解決の徹底を図ることとしました。具体的な課題解決

にあたっては各種プロジェクトにより推進してまいりました。モノづくり事業本部においては、本部内連携強化の

ため、技術並びにマーケティングのそれぞれを所轄する副本部長を配置し、より機能的な活動を実践するため、従

来の国内営業部・海外営業部を「第一営業部（機工・金物ルート）」、「第二営業部（ホームセンター・海外営業

ルート）」、「営業企画部（ｅビジネス・企画販売促進）」に再編しました。管理本部には、全社の業務全般を担

当する「業務部」を新たに設置しました。また、製造部門との柔軟な人的運用や配送業務の効率化等を目的として、

前年度２月のリベット物流部門に引き続き、メンテナンスセンター・パーツセンターを２０２１年５月に鳥取ロブ

スターツール株式会社に移転し、物流業務の一元化を図りました。

その結果、売上高は１５億３千３百万円（前年同期１１億６千２百万円）となり、利益面では、営業利益で９千

７百万円（同３百万円の営業損失）、経常利益で１億９百万円（同８百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利

益で６千万円（同５百万円）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しています。これに伴い、従来は営業外費用に計上していた売上割引を売上高から控除しています。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高及び営業利益は従来の計上方法と比較して、１千２百万円減少して

います。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①金属製品事業

国内、海外売上ともに、景気回復の動きに加え、拡販努力等により、各品種群、各地域において増加しまし

た。

その結果、金属製品事業の合計売上高は１４億５千７百万円（前年同期１１億１百万円）となりました。利益

面では増収により、前年同期の損失計上より回復し、５千６百万円のセグメント利益（同３千２百万円のセグメ

ント損失）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間

の期首から適用しています。これに伴い、従来は営業外費用に計上していた売上割引を売上高から控除していま

す。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高及び営業利益は従来の計上方法と比較して、１千２百万円減

少しています。

②レジャー事業

ゴルフ練習場における入場者数及びお客様一人当たり売上高は、コロナ禍においても感染対策を講じた上での

営業継続に加え、サービス向上や集客施策の奏功もあり、前年同期に比べ増加し、売上高は前年同期比２３.９％

増の７千６百万円（前年同期６千１百万円）となりました。セグメント利益は増収により、同３８.１％増の４千

１百万円（同２千９百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は８２億３千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億２百万

円減少しました。

（資産）

流動資産は前連結会計年度末比８千１百万円減の５４億８千２百万円となりました。これは主に現金及び預金

が増加する一方で、受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。

固定資産は同２千１百万円減の２７億５千万円となりました。これは主に減価償却による有形固定資産の減少

があったことによるものです。

（負債）

流動負債は前連結会計年度末比５千４百万円増の２５億６千９百万円となりました。これは主に短期借入金の

減少がありましたものの、買掛金や未払費用が増加したことによるものです。

固定負債は同１億５千５百万円減の１３億５千１百万円となりました。これは主に長期借入金が減少したこと

によるものです。

（純資産）

純資産は前連結会計年度末比１百万円減の４３億１千１百万円となりました。これは主に利益剰余金において

親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加がある一方で、配当支出による減少があり、また、投資有

価証券の時価評価に伴うその他有価証券評価差額金の減少があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期業績は、概ね当初に想定した範囲内で推移しており、２０２１年５月１１日に発表いたしました

業績予想に変更はありません。

なお、業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,519,662 2,652,100

受取手形及び売掛金 1,220,318 945,581

電子記録債権 204,418 267,405

商品及び製品 1,052,860 989,310

仕掛品 317,169 320,351

原材料及び貯蔵品 208,954 217,866

その他 47,795 97,551

貸倒引当金 △6,333 △7,245

流動資産合計 5,564,845 5,482,921

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 893,697 889,170

土地 673,026 673,026

その他（純額） 449,616 433,020

有形固定資産合計 2,016,340 1,995,217

無形固定資産 45,719 41,929

投資その他の資産 709,469 713,380

固定資産合計 2,771,528 2,750,527

資産合計 8,336,374 8,233,449
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 248,000 300,555

短期借入金 1,677,576 1,655,484

1年内償還予定の社債 60,000 60,000

未払法人税等 56,302 55,742

その他 473,341 498,132

流動負債合計 2,515,221 2,569,914

固定負債

社債 30,000 30,000

長期借入金 1,216,042 1,073,131

退職給付に係る負債 75,689 74,258

その他 185,751 174,379

固定負債合計 1,507,482 1,351,768

負債合計 4,022,704 3,921,683

純資産の部

株主資本

資本金 960,000 960,000

資本剰余金 491,045 491,045

利益剰余金 2,607,106 2,621,268

自己株式 △164,084 △164,084

株主資本合計 3,894,068 3,908,229

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 212,442 197,498

その他の包括利益累計額合計 212,442 197,498

非支配株主持分 207,159 206,037

純資産合計 4,313,669 4,311,766

負債純資産合計 8,336,374 8,233,449
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 1,162,837 1,533,608

売上原価 757,564 1,034,485

売上総利益 405,272 499,122

販売費及び一般管理費 408,415 401,520

営業利益又は営業損失（△） △3,143 97,601

営業外収益

受取配当金 5,944 5,742

受取家賃 890 911

助成金収入 22,120 7,689

その他 1,933 3,517

営業外収益合計 30,888 17,860

営業外費用

支払利息 7,448 5,992

売上割引 11,080 ―

その他 991 423

営業外費用合計 19,519 6,415

経常利益 8,225 109,046

税金等調整前四半期純利益 8,225 109,046

法人税等 △1,476 35,382

四半期純利益 9,701 73,664

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,501 12,808

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,200 60,856
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 9,701 73,664

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 19,817 △14,873

その他の包括利益合計 19,817 △14,873

四半期包括利益 29,519 58,791

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 25,018 45,912

非支配株主に係る四半期包括利益 4,501 12,878
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これに

より、従来は営業外費用に計上していた売上割引については売上高より控除しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高、売上総利益及び営業利益はそれぞれ12,405千円減少しまし

たが、営業外費用が12,405千円減少したことにより、経常利益、税金等調整前四半期純利益に変更はありませ

ん。なお、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

また、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会

計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸

表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
四半期連結損
益計算書計上
額(注)２金属製品事業 レジャー事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,101,277 61,559 1,162,837 ― 1,162,837 1,162,837

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,101,277 61,559 1,162,837 ― 1,162,837 1,162,837

セグメント利益又は
損失（△）

△32,954 29,811 △3,143 ― △3,143 △3,143

(注) １ 当社には、報告セグメントに含まれない事業セグメントはありません。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
　
　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
四半期連結損
益計算書計上
額(注)２金属製品事業 レジャー事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,457,351 76,256 1,533,608 ― 1,533,608 1,533,608

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,457,351 76,256 1,533,608 ― 1,533,608 1,533,608

セグメント利益 56,438 41,163 97,601 ― 97,601 97,601

(注) １ 当社には、報告セグメントに含まれない事業セグメントはありません。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「金属製品事業」の売上高、セグメント利

益は、それぞれ12,405千円減少しております。

　


